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冬精しふく頃一木嶋漸-

社
会
教
育
と
私

/
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
頑
張
っ
て
え
′
可
愛
ら
し
い
孫

の
拍
手
に
送
ら
れ
て
幾
分
緊
張
し
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ

に
向
う
老
婦
人
､
新
婚
の
夢
い
ま
だ
覚
め
や
ら
ぬ
よ

う
を
若
妻
｡
明
治
､
大
正
､
昭
和
の
三
部
合
唱
な
ら

ぬ
三
世
代
の
母
親
達
か
ら
成
る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

は
､
十
人
程
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
五
十
人
も
の
大
編
成

に
な
っ
た
｡
年
に
一
度
の
発
表
会
に
参
加
す
る
こ
と

に
意
義
を
求
め
､
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ょ

う
と
胸
を
張
り
目
を
輝
か
せ
て
精
一
杯
合
唱
す
る
熱

心
を
姿
を
ま
の
あ
た
り
に
観
て
思
う
こ
と
は
､
ハ
ー

モ
ニ
イ
の
泰
時
し
さ
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
｡
歌
唱
力

が
あ
る
か
な
い
か
は
よ
く
お
か
ら
な
い
が
､
一
人
一

人
の
声
が
合
わ
さ
っ
て
'
よ
り
美
し
い
ハ
-
モ
ニ
イ

が
つ
-
り
だ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
､
大
き
を
意
義

を
認
め
た
｡
音
楽
に
国
境
を
-
､
人
種
や
老
若
男
女

の
別
も
な
く
､
歌
声
の
響
-
と
こ
ろ
に
平
和
あ
り
と

い
う
真
の
人
間
社
会
の
理
想
郷
を
夢
見
な
が
ら
､
ふ

と
現
実
に
戻
り
､
現
代
社
会
の
様
相
を
思
い
や
っ
た
.

量
産
化
と
コ
ス
ト
引
下
げ
に
狂
奔
す
る
産
業
機
構

は
､
仕
事
の
細
分
化
に
よ
り
人
間
を
機
械
の
部
品
と

化
し
､
本
来
の
労
働
に
よ
る
創
造
の
よ
ろ
こ
び
を
人

間
か
ら
奪
い
､
人
間
疎
外
の
現
象
を
激
化
さ
せ
た
｡

そ
し
て
､
生
産
さ
れ
た
物
質
の
消
費
の
追
求
に
世
は

ま
さ
に
　
｢
消
費
は
美
徳
｣
と
言
あ
れ
る
ま
で
に
発
展

し
て
物
質
偏
重
の
観
念
で
固
め
ら
れ
､
人
の
心
を
こ

の
世
か
ら
放
逐
す
る
結
果
と
な
っ
た
｡
し
か
し
な
が

ら
こ
の
消
費
の
世
も
'
一
九
七
三
年
来
の
石
油
パ
ニ

ノ
ク
を
契
機
と
し
て
漸
く
資
源
の
有
限
性
を
認
め
ざ

る
を
え
を
く
な
り
､
世
界
的
な
経
済
状
勢
の
変
化
と

と
も
に
必
然
的
に
｢
節
約
時
代
｣
へ
と
転
換
を
迫
ら

れ
て
い
る
｡
こ
の
機
会
こ
そ
｢
も
の
｣
を
考
え
､
｢

こ
こ
ろ
｣
を
忘
れ
た
現
代
の
風
潮
の
中
か
ら
人
間
の

心
を
清
純
化
し
､
情
操
を
た
か
め
､
生
活
に
喜
び
と

闘
い
と
豊
さ
を
も
た
ら
し
､
お
お
ら
か
で
明
る
い
人

作
り
に
役
立
つ
文
化
創
造
の
活
動
を
積
極
的
に
推
進

す
べ
き
時
で
は
な
い
た
ろ
う
か
｡

母
親
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
連
帯
感
の
強
さ
を
肌

に
直
接
感
じ
な
が
ら
､
社
会
教
育
の
第
一
歩
は
､
ま

ず
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
っ
た
｡
　
(
大
町
市
公
民
館
長
　
田
原
法
人
)
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料金を示す高札

請劫請ど山

越
中
の
嶽
越
え
道
開
修

下

　

坂

　

宣

一

昭
和
四
十
九
年
十
一
月
､
大
町
市
文
化
祭
を
行
う
に
あ
た
り
､
そ
の
実
行
委
員
会
を
開
催
し
て
､
歴

史
に
み
る
大
町
登
山
口
　
-
　
針
ノ
木
崎
　
-
　
と
い
う
特
別
展
示
を
行
う
こ
と
に
決
定
し
た
が
､
針
ノ
木

峠
の
歴
史
を
振
り
か
え
っ
て
み
る
時
'
宗
教
･
狩
猟
時
代
を
別
と
し
て
､
近
代
登
山
の
智
明
期
を
間
近
に

迎
え
よ
う
と
す
る
明
治
の
初
年
に
､
通
称
･
加
賀
街
道
､
ま
た
は
針
ノ
木
新
道
と
い
わ
れ
て
い
る
｢
越
中

へ
の
嶽
越
之
道
｣
を
開
削
し
た
｡

野
口
村
の
庄
屋
､
飯
島
善
石
工
門
親
子
の
こ
と
に
つ
い
て
究
明
が
不
備
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
､
私

と
山
岳
博
物
館
の
千
葉
･
荒
井
の
両
君
が
こ
れ
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

十
月
の
或
る
日
､
大
字
平
､
野
口
の
飯
島
一
男
氏
宅
を
三
人
で
訪
ね
､
沢
山
あ
る
古
文
書
､
絵
図
類
の

中
か
ら
｢
越
中
へ
の
嶽
越
え
通
関
修
｣
に
特
に
関
係
あ
る
と
思
わ
れ
る
古
文
書
の
コ
ピ
ー
と
当
時
の
立
札

牟
ち
び
に
､
工
事
人
足
入
山
札
(
実
物
)
等
を
飯
島
氏
の
ご
好
意
に
よ
っ
て
拝
借
し
､
特
別
展
示
さ
せ
て

も
ら
っ
た
こ
と
は
､
針
ノ
木
峠
の
歴
史
的
意
義
を
一
尽
深
め
た
も
の
と
思
う
｡

更
に
今
回
､
そ
の
古
文
書
の
一
部
を
こ
こ
に
掲
載
し
て
同
好
者
の
利
便
に
供
し
た
い
と
思
う
｡

飯
島
善
道
親
子
に
つ
い
で

標
高
三
千
米
に
達
せ
ん
と
す
る
､
北
ア
ル
プ
ス
の

山
々
へ
の
道
路
は
宗
教
･
狩
猟
･
漁
労
･
伐
木
等
の

た
め
古
-
か
ら
開
け
た
よ
う
で
あ
る
が
､
北
ア
ル
プ

ス
北
部
の
信
･
越
国
境
は
カ
モ
シ
カ
も
寄
せ
つ
け
を

い
と
い
わ
れ
る
黒
部
川
の
渓
谷
と
唯
一
の
道
と
考
え

ら
れ
る
ザ
ラ
峠
､
針
ノ
木
峠
越
え
の
道
は
江
戸
時
代

に
入
り
､
加
賀
前
田
満
領
と
し
て
､
交
通
の
取
締
り

が
さ
び
し
く
制
限
さ
れ
た
た
め
､
遂
に
か
つ
て
の
古

道
も
た
え
で
左
く
在
っ
て
し
ま
っ
た
｡

し
か
し
黒
部
渓
谷
を
中
心
に
し
て
隣
り
合
せ
る
､

信
越
両
国
の
住
民
は
他
領
を
通
ら
ず
に
直
接
交
通
､

交
易
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
強
い

願
望
を
も
っ
て
い
た
｡
こ
う
し
た
願
い
と
夢
を
か
な

え
た
人
が
野
口
村
の
飯
島
善
道
で
あ
っ
た
｡

飯
島
善
道
は
天
保
三
年
(
一
八
三
四
)
五
月
八
日

更
級
郡
孟
津
村
(
後
の
日
原
村
)
恥
部
の
庄
屋
牛
越

佐
市
の
弟
と
し
て
生
れ
､
十
八
歳
の
頃
野
口
村
の
庄

屋
飯
島
善
石
工
門
の
書
手
と
在
る
｡
元
治
元
年
八
月

五
日
善
石
工
門
隠
居
.
.
(
又
左
工
門
と
改
名
)
し
た
た

め
､
善
石
工
門
を
襲
名
野
口
村
庄
屋
と
な
っ
た
が
､

明
治
維
新
の
折
り
改
名
し
て
へ
以
後
善
道
と
称
し
野

口
村
戸
長
､
平
村
副
戸
長
等
の
要
職
を
務
め
明
治
三

十
九
年
(
一
九
〇
六
)
七
十
二
歳
で
隠
居
し
､
明
治

四
十
一
年
(
一
九
〇
八
)
六
月
三
十
日
､
平
村
九
拾

弐
番
地
で
病
没
す
る
｡

飯
島
富
は
元
上
伊
那
郡
飯
島
村
の
郷
士
で
あ
っ
た

が
戦
国
の
頃
そ
の
戦
禍
を
さ
け
で
野
口
村
に
至
り
住

ん
だ
が
'
三
子
あ
り
､
そ
の
長
子
を
西
沢
素
(
野
口

村
の
庄
屋
)
　
に
賽
子
と
な
し
'
次
子
は
分
家
さ
せ
､

三
子
を
も
っ
て
素
笛
を
つ
が
せ
で
き
た
｡
そ
ん
な
関

係
で
代
々
野
口
村
西
沢
家
の
後
見
的
立
場
に
あ
っ
た

が
､
左
右
村
の
西
沢
家
か
ら
義
子
に
来
た
善
石
工
門

(
隠
居
後
又
左
工
門
)
は
野
口
村
の
庄
屋
西
沢
氏
が

大
町
粗
大
庄
屋
を
拝
命
し
た
折
そ
の
後
を
継
い
で
野

口
村
の
庄
屋
と
ち
り
｡
猫
鼻
や
高
瀬
川
堤
防
並
び
に

大
蔵
宮
妙
改
修
に
尽
力
す
る
｡
(
祖
父
寅
一
郎
の
書

残
し
文
書
に
よ
り
､
飯
島
一
男
氏
談
)
そ
の
か
た
れ

ら
'
｢
越
中
へ
の
敬
越
え
道
闇
値
｣
を
左
さ
ん
と
し

し
た
が
不
許
可
と
な
る
｡
(
中
島
正
文

〝
峠
の
古
文
書
〟
よ
り
)

こ
の
よ
う
に
し
て
出
願
た
び
た
び
に

及
ぶ
も
遂
に
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き

ず
､
江
戸
も
末
期
元
治
元
年
(
一
八
五

四
)
　
に
家
督
を
善
子
(
後
の
善
道
)
　
に

譲
っ
て
退
隠
し
た
｡
家
督
を
継
い
だ
委

子
は
蕾
石
　
門
を
襲
名
し
て
庄
屋
に
な

っ
た
が
'
幕
満
体
制
が
崩
壊
し
､
明
治

政
府
の
基
礎
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
と
す

る
誠
に
多
忙
で
あ
り
､
か
つ
変
転
極
ま

り
を
時
勢
に
対
処
-
な
が
ら
､
善
道
の

頭
を
か
す
め
る
も
の
は
費
父
善
石
工
門

(
又
左
工
門
)
や
信
州
側
住
民
の
願
望

で
あ
っ
た
〝
越
中
へ
の
嶽
越
え
新
道
″

開
設
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
う
｡

｢
(
前
略
)
右
飯
島
善
道
､
親
年
来

の
魂
豊
を
報
せ
ん
と
思
慮
す
る
事
久
し
｡

然
る
に
御
維
新
の
時
節
に
至
り
､
右
善

道
握
有
志
の
者
へ
四
五
名
申
し
合
せ
出

願
致
し
､
昨
年
十
一
月
許
可
を
得
る
｡

此
上
は
漸
時
新
道
開
く
べ
く
在
り
｡

是
迄
北
越
運
送
は
越
後
糸
魚
川
へ
通

り
､
越
中
の
国
よ
り
営
村
に
至
る
'
里

程
四
十
四
五
里
の
通
行
を
る
を
､
此
所

通
関
修
成
功
の
上
は
､
越
中
国
新
川
郡

へ
'
宮
村
よ
り
里
程
十
八
里
に
し
て
通

行
す
｡
四
十
四
里
の
間
に
て
二
十
六
里

て
､
尽
力
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
｡

〔
北
国
脇
街
道
〕
　
(
附
録
)

本
村
よ
り
西
に
入
'
縄
川
に
添
い
､
越
中
の
国
へ

通
ず
る
山
路
あ
り
｡
此
路
を
閃
か
ん
と
､
天
保
年
中

の
頃
よ
り
､
宮
村
野
口
耕
地
飯
島
善
道
の
親
､
着
古

衝
門
な
る
者
､
閉
路
の
見
込
を
立
､
旧
御
領
主
並
抑

州
御
領
主
へ
出
願
に
及
と
艶
も
､
其
頃
新
道
の
許
可

を
-
､
空
し
-
成
居
る
｡
(
長
野
県
町
村
誌
)
0

事
水
三
年
十
一
月
､
信
州
安
曇
郡
野
口
村
よ
り
越

中
所
用
郡
足
倉
御
姥
尊
橋
ま
で
嶽
越
の
道
お
よ
そ
十

一
里
二
十
一
丁
余
の
新
道
の
開
設
を
計
画
｡
塩
､
綿

布
､
肴
'
笠
'
口
類
､
畠
山
薬
な
ど
の
輸
送
を
出
願

の
道
路
を
滅
ず
'
運
輸
賃
銭
は
勿
論
､
旅
行
の
庶
人

助
成
少
な
か
ら
ず
｡
是
全
御
時
政
の
御
恵
と
諸
人
の

祝
大
ひ
な
り
｡

(
後
略
)

右
之
通
常
村
地
誌
取
調
奉
姜
上
條
以
上

明
治
九
年
六
月

石
村

副
戸
長

新
井
忠
三
郎
謙

同

傘
　
木
　
三
　
五
⑩

同
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海
　
川
　
次
郎
寵

同

飯

島

善

道

寵

戸

　

長

嶺
　
自
　
推
　
八
⑲

筑
壇
県
参
事
　
高
木
惟
矩
　
殿

(
長
野
県
町
村
誌
よ
り
)

こ
の
資
料
に
よ
っ
て
､
明
治
八
年
に
新
道
開
設
認

可
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

飯
島
家
文
書
資
料
よ
り

(
質
料
の
一
)

金
沢
に
お
い
て
約
定
の
事
(
端
書
き
)

規

　

　

　

約

一
新
川
郡
原
村
ヨ
叫
.
<
叫
甲
黒
部
川
ヲ
軽
罪
ト
シ
'

道
獲
善
部
而
営
方
ヨ
リ
出
金
可
致
事

但
往
々
道
修
理
之
義
も
又
候
同
様
之
事

一
黒
部
川
舟
或
者
橋
案
之
諸
入
賞
者
､
双
方
ヨ
リ

半
高
宛
出
金
之
喜

一
通
行
人
等
税
銭
往
復
共
収
受
方
面
回
向
等
之
銭

高
二
取
橿
可
申
専

一
話
荷
物
継
立
ヶ
所
者
､
双
方
便
利
之
土
地
ヲ
按

候
､
就
高
音
道
修
彗
無
難
尽
力
い
た
し
､
不

の
､
か

年
成
功
ヲ
遂
ゲ
度
､
悌
而
今
枢
要
之
件
々
而
己
取

極
へ
尚
詳
細
之
諸
道
旦
嬉
地
検
査
之
上
夫
々
御
確

約
可
致
候
､
依
而
為
後
証
一
善
如
件

武
　
郎
　
太
三
郎

明

治

七

年

四

月

　

寺

　

　

　

直

　

通

-

佐
久
間
　
盤
　
武

綿

　

中

　

元

　

祥

宮

　

橋

　

茂

　

平

底
瀬
　
嘉
右
衝
門

飯
島
善
道
殿

靂
善
道
は
索
蹄
を
継
い
で
か
ら
い
つ
も
'
金
沢
の
開

通
祉
乗
車
と
連
絡
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
､
端

書
に
も
あ
る
よ
う
に
､
こ
の
規
約
は
金
沢
に
お
い

て
取
交
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
｡

(
資
料
の
〓
)

約

　

　

定

　

　

講

排
出
部
原
村
ヨ
リ
山
中
黒
部
川
ヲ
結
界
ト
シ
道

修
理
流
会
等
郎
テ
営
社
ヨ
リ
出
金
ス
ベ
キ
事

往
々
道
修
理
ノ
ま
モ
同
様

修
開
道
幅
等
五
二
申
合
同
二
一
ス
ベ
キ
事

調

]

喜

　

　

　

　

一

一
修
間
者
字
音
道
程
ノ
長
短
二

不
問
双
方
同
時
二
取
掛
り
同

時
二
落
肢
ス
ベ
キ
専

一
修
理
中
云
々
ノ
事
故
申
立
手

止
致
間
数
啓

一
黒
部
川
舟
並
橋
等
ノ
諸
人
散

ハ
往
々
半
肩
宛
出
金
ス
ベ
キ

専
一
詣
荷
物
継
立
音
速
ハ
上
申
方

法
書
二
調
と
建
築
ス
ベ
キ
専

一
通
商
物
等
二
重
ル
マ
デ
道
鏡

可
差
出
文

一
通
商
物
買
入
依
托
ノ
飾
ハ
其

品
物
の
代
償
大
凡
三
分
一
中

勘
柚
渡
シ
荷
物
運
送
ノ
前
全

会
細
波
可
申
車
　
中
勘
金
ハ

品
物
こ
寄
り
増
減
適
宜
二
典

時
三
示
談
ス
ベ
キ
率

一
道
銭
半
高
宛
月
々
割
常
ス
ベ

キ
事
　
温
泉
場
清
人
ハ
追
テ

市
電
ス
ベ
キ
ナ
リ

一
道
南
方
ノ
約
定
方
法
等
ハ
別

二
論
定
ス
ベ
キ
専
有
今
般
五

二
高
地
検
査
ノ
上
目
論
見
相

立
示
談
確
定
ス
ル
ノ
件
々
ナ

リ
栂
テ
ケ
條
ノ
通
毛
頭
違
約

致
聞
敷
候
為
其
売
約
謹
紬
件

道
程
`
喜

.
楚
中
岡
鳥
山
9
-
在
村
マ
テ
大
里
斗
魯
小
村
う
ー
阜
泉

で
テ
上
里
斗
泣
泉
,
-
患
部
用
で
テ
三
里
斗
黒
部
川

ぅ
り
帯
川
先
君
ノ
末
峠
で
テ
武
里
拾
八
丁
斗
宙
ノ
末

席
7
-
-
膏
利
巧
口
付
で
テ
e
里
斗
-

'
.
B
I
計
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志
箪
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集
え
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空
位
八
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･
五
倍

気
圏
･
g
E
L
I
修
理
良
家
左
手
を
大
在

-
単
九
皇
省
余
力
塾
生
鷺
謝
辞
書
誌
舞
j
･
.
･
j
i
'
‡

一
武
十
八
兵
船
武
円
　
　
彊
短
小
N
 
b
･
鷲
J
i
･
薄
へ
&
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b
o
,
.
f
l
i
.
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A
.
1
.
 
I
.
語
墨

一
武
十
善
へ
合
田

一
武
十
善
入
船
五
円

青
柳
か
I
r
.
･
ト
ヰ
-
i
+
J
t
-
i
J
L
(
t
t
A
5
9
+
.
J
･
-
,
.
I
.
･
･

J
P
冬
曇
.
(
t
i
l
,
ふ
嘗
Z
や
､
･
･
t
･
･
(
亀
.
A
)
･
･
[
呈
+
,
･

*
'
ふ
羊
･
ノ
丸
葦
.
t
I
T
･
+
↓
ノ
サ
ー
I
i
_
a
,
J
J
王
寺
-
末
J

J
t
･
.
.
*
･
寄
合
ル
生
せ
7
3
年
J
･
･
曾
持
す
N
J
ユ
キ
･

明
治
･
八
年
口
九
月
二
十
六
日

社
中
惣
代

寺
西
直
通
　
⑩

同
佐
久
間
藍
武
⑲

岡
安
団
員
久
　
⑲

同
安
田
静
妨
　
⑪

飯
島
若
造
殿

渡
川
三
郎
衝
殿

一
志
雅
人
殿

四
境
摩
県
に
対
し
上
申
書
を
提
出
す
る
た
め
､
九
月

に
入
り
現
地
を
検
査
し
､
富
川
に
至
り
関
係
書
賊

の
整
備
を
し
た
よ
う
で
あ
る
｡
上
申
書
の
控
が
な

い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
｡

(
前
大
町
市
公
民
館
長
)

訂

　

正

前
号
2
P
､
最
下
段
｢
昨
年
亡
-
な
ち
れ
た
桜
井

一
雄
に
は
-
｣
と
あ
る
の
は
桜
井
親
次
の
誤
り
で
し

た
の
で
計
止
し
､
お
詫
び
い
た
し
ま
す
｡
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北
ア
の
初
期
登
山
者
と

い
い
〇
〇
日
調

に
J

｢
五
万
分
の
一
地
図
｣

三

　

井

　

義

　

雄

針
ノ
木
峠
の
繭
の
北
萬
岳
､
船
窪
岳
と
在
る
と
､

現
在
で
も
少
し
あ
い
ま
い
在
と
こ
ろ
が
あ
る
｡
大
正

二
年
版
の
五
万
分
の
一
に
げ
､
蓮
華
岳
か
ら
南
は
不

動
岳
ま
で
全
く
山
名
が
入
っ
て
い
な
い
｡
こ
の
あ
た

り
の
初
縦
走
を
『
山
岳
』
　
に
発
表
し
た
棲
谷
徹
蔵
は
､

現
在
の
北
萬
岳
を
七
倉
岳
と
し
て
あ
り
､
中
村
清
太

郎
は
北
葛
の
頭
と
記
し
て
い
る
｡
長
谷
川
如
是
閑
に

よ
る
と
北
萬
沢
の
ア
ク
マ
が
正
し
い
の
だ
が
'
略
し

て
北
萄
岳
と
呼
ん
だ
､
と
な
っ
て
い
る
｡

小
鳥
六
郎
ら
が
共
著
で
昭
和
九
年
に
発
行
の
　
〒
北

ア
ル
プ
ス
』
　
に
は
､
昭
和
五
年
に
修
正
さ
れ
た
五
万

分
の
一
地
図
と
比
較
し
て
'
｢
七
倉
岳
(
北
萬
岳
)

(
二
五
五
一
メ
ー
ト
ル
)
を
降
り
た
七
倉
乗
越
が
最

も
険
悪
を
極
め
て
い
る
｡
二
四
五
三
､
五
メ
ー
ト
ル

の
三
角
点
を
南
方
に
分
け
て
い
る
峰
を
不
動
堀
沢
岳

(
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
)
　
と
呼
び
､
五
万
分
一
の
因

幡
船
窓
岳
は
東
沢
の
頭
で
､
船
窪
岳
は
其
の
西
'
頂

上
の
広
く
北
へ
延
び
て
い
る
二
四
四
〇
メ
ー
ト
ル
の

峰
頭
を
指
す
こ
と
に
在
る
｡
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡

山
頂
名
で
一
番
混
乱
し
た
の
は
､
を
ん
と
い
っ
て

も
穂
高
岳
で
あ
る
｡
大
正
初
年
ま
で
の
　
『
山
岳
』
　
に

は
東
穂
高
岳
､
南
穂
高
岳
､
北
穂
高
岳
を
ど
と
'
か

な
り
乱
雑
に
使
用
さ
れ
て
い
た
感
が
あ
る
｡

現
在
の
洞
沢
岳
(
三
一
〇
三
､
こ
　
の
と
こ
ろ
が

奥
穂
高
岳
と
あ
り
､
前
穂
高
の
三
角
点
に
ほ
か
よ
り

少
し
大
き
い
文
字
で
穂
高
岳
と
記
入
が
あ
っ
て
､
西

穂
高
岳
の
と
こ
ろ
が
前
穂
高
岳
､
南
岳
の
三
角
点
が

北
穂
高
岳
と
な
っ
て
い
る
｡
そ
れ
以
外
に
は
山
名
の

記
入
が
な
か
っ
た
｡
当
時
の
登
山
者
が
､
三
角
点
の

あ
る
現
在
の
潤
沢
岳
を
奥
穂
高
岳
と
理
解
し
た
と
し

で
も
､
い
た
し
方
な
い
で
あ
ろ
う
｡

さ
ら
に
､
悪
い
こ
と
に
は
現
在
の
奥
穂
高
岳
の
位

置
が
北
に
､
洞
沢
岳
に
近
よ
っ
て
お
り
､
そ
の
た
め

前
穂
高
と
奥
穂
高
の
い
わ
ゆ
る
吊
尾
根
が
大
き
-
北

寄
り
に
在
っ
た
た
め
に
､
現
在
の
穂
高
岳
山
荘
の
あ

る
日
出
し
の
コ
ル
が
､
図
上
で
は
判
然
と
し
て
い
な

ゝ

-

○

大
正
七
年
に
穂
}
刈
三
芳
雄
は
'
こ
の
最
初
の
五
万

分
の
一
の
地
図
を
手
に
､
小
林
喜
作
と
槍
-
穂
焉
を

縦
走
し
た
が
'
｢
五
万
分
の
一
の
地
図
を
み
る
と
北

穂
高
と
記
さ
れ
て
あ
り
､
頂
上
に
は
測
量
の
と
き
建

て
た
三
角
点
の
櫓
が
あ
る
｡
悪
絶
無
比
な
ど
と
い
わ

れ
て
い
る
北
穂
高
岳
も
案
外
容
易
な
も
の
で
､
早
-

着
い
た
と
思
っ
て
喜
作
に
き
-
と
､
こ
こ
は
横
尾
の

南
岳
で
'
こ
れ
か
ら
大
キ
レ
ソ
ト
を
越
え
て
か
ら
穂

高
に
在
る
の
た
｡
｣
　
(
　
雪
山
想
雑
記
』
)
と
回
想
し

て
い
る
｡

焼
岳
は
､
飛
騨
側
の
呼
び
方
で
あ
る
硫
黄
ケ
岳
と

な
っ
て
い
て
'
お
ま
け
に
そ
の
す
ぐ
北
に
も
う
一
つ

焼
岳
の
名
が
あ
る
｡
こ
れ
は
多
分
､
予
察
四
十
万
分

の
記
入
が
な
か
っ
た
｡

次
に
標
高
に
つ
い
て
は
立
山
と
剣
岳
が
､
三
千
メ

ー
ト
ル
を
越
す
か
ど
う
か
で
関
心
が
持
た
れ
た
｡
大

正
二
年
版
で
は
､
立
山
　
(
雄
山
)
が
二
九
九
二
メ
ー

ト
ル
で
大
汝
山
に
は
標
高
の
記
入
が
を
か
っ
た
｡
立

山
の
三
角
点
は
､
-
山
頂
が
雄
山
神
社
の
聖
域
の
た
め

に
､
少
し
下
っ
た
五
の
越
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
｡
現

在
の
図
版
で
広
大
汝
山
に
三
〇
一
五
と
記
入
さ
れ
､

剣
岳
を
ぬ
い
て
､
こ
の
あ
た
り
の
最
高
峰
と
な
っ
て

い
る
｡
一
方
､
剣
岳
に
つ
い
て
は
､
最
初
二
九
九
八

で
あ
っ
た
も
の
が
､
昭
和
五
年
の
修
正
版
か
ら
三
〇

〇
三
と
な
り
､
現
在
は
ふ
た
た
び
二
九
九
八
と
記
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

ま
た
現
在
の
西
棟
山
荘
の
と
こ
ろ
に
は
二
四
三
二

メ
ー
ト
ル
の
標
高
の
記
入
が
あ
っ
て
(
現
在
の
図
版

に
は
記
入
は
な
い
)
､
そ
こ
か
ら
現
在
の
西
穂
高
岳

ま
で
の
間
に
は
標
高
が
話
人
さ
れ
て
い
な
い
｡
つ
ま

り
西
穂
高
の
独
標
(
独
立
標
高
点
'
今
の
図
式
で
は

単
に
標
高
点
と
呼
ぶ
)
　
と
い
わ
れ
る
ピ
ー
ク
は
､
本

来
､
今
の
西
棟
山
荘
の
あ
た
り
を
指
す
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
同
山
荘
に
間

の
一
図
の
影

響
も
あ
る
こ

と
だ
ろ
う
｡

鷲
羽
岳
と

三
候
蓮
華
岳

の
近
辺
も
山

名
の
置
き
方

が
少
し
狂
っ

て
い
た
｡
現

在
の
双
六
岳

が
蓮
華
岳
､

同
じ
く
三
保

蓮
華
岳
が
鷲

羽
岳
と
あ
っ

て
'
そ
れ
か

ら
北
は
水
晶

山
　
(
水
晶
岳

)
ま
で
山
名

い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
､
山
荘
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

位
の
位
置
に
+
子
の
刻
ん
で
あ
る
大
石
が
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
｡

そ
れ
か
ら
黒
部
川
に
剣
沢
と
棒
小
屋
沢
が
流
れ
こ

む
十
字
峡
は
､
大
正
十
四
年
に
な
っ
て
冠
裕
次
郎
が

地
図
の
間
違
い
を
発
見
し
た
｡
｢
こ
の
谷
は
と
私
は

ま
た
五
万
分
の
地
図
を
抜
け
て
見
た
が
､
そ
こ
に
は

谷
の
入
っ
て
い
る
地
形
は
を
い
｡
し
か
し
実
際
に
は

あ
る
｡
し
か
も
剣
沢
と
向
い
合
い
に
黒
部
の
本
流
を

挟
ん
で
た
｡
棒
小
屋
沢
か
し
ら
ん
｡
し
か
し
そ
れ
は

地
形
図
に
よ
る
と
'
こ
こ
か
圭
一
丁
位
上
流
で
右
岸

か
ら
入
る
は
ず
を
の
で
あ
る
｡
｣
　
(
　
『
黒
部
渓
谷
遡

行
の
思
い
出
』
)
　
と
し
て
十
字
峡
と
命
名
し
て
い
る
｡

以
上
､
地
名
､
地
形
の
誤
り
は
図
上
か
ら
す
れ
ば

ほ
ん
の
一
点
に
過
ぎ
ず
､
五
万
分
の
一
の
地
形
測
量

が
ほ
と
ん
ど
完
壁
に
近
い
精
密
さ
で
凄
さ
ね
た
と
い

う
こ
と
に
､
今
日
の
わ
れ
わ
れ
は
尊
敬
と
感
謝
の
念

を
持
つ
も
の
で
あ
る
｡
　
(
　
｢
山
と
渓
谷
｣
通
信
員
)

)
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ア
ル
プ
ス
の
ト
ン
ボ
　
倉
田
　
稔
　
著

以
前
に
大
町
第
一
中
学
校
に
在
職
さ
れ
､
当
時
山

博
の
嘱
託
学
芸
員
と
し
て
調
査
研
究
に
ご
援
助
い
た

だ
い
た
倉
田
先
生
が
'
十
数
年
に
わ
た
る
研
究
の
一

部
を
こ
の
た
び
ま
と
め
ら
れ
た
｡

ア
ル
プ
ス
に
す
む
ト
ン
ボ
の
生
活
を
､
ほ
う
大
在

資
料
を
も
と
に
明
ら
か
に
し
て
い
-
､
わ
か
り
や
す

い
図
表
や
写
真
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
｡
ト
ン
ボ
と

自
然
の
関
係
な
ど
も
長
年
月
の
比
較
観
察
で
説
明
さ

れ
て
い
る
が
､
ト
ン
ボ
に
寄
せ
る
愛
情
が
読
む
人
の

胸
を
打
つ
好
読
物
｡
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